
社会 第１回 問題解説 

洗足学園中学校 

 

社会は、地理・歴史・公民分野の各大問から構成されています。また、論述問題(文章で説明を求める問題)を出題しており、部分点

を設けています。 

 

 

１ 地理分野からの出題です。 

 

  問１ 文章中に、四国という地名の由来についての記載と、「県庁所在地の高松市がある」とあります。「讃岐」が正解です。正し

い漢字での解答のみ正解とします。 

問２ 北四国と南四国の気候の相違点について問うています。北四国は瀬戸内気候区に属し、南四国は太平洋岸気候区に属してい

ます。したがって、「北四国は(瀬戸内気候区に属し)年間を通して降水量が少ないが、南四国は(太平洋岸気候区に属し)夏の

降水量が多い。」といった内容の文章であれば正解とします。 

問３ 正解は③です。世界的に水産資源が減少していることや、1990 年代後半頃からの漁獲量規制などの影響によって、全体的

に減少傾向にあります。その中で、養殖業による生産量はほぼ横ばいの推移を示しています。 

問４ 正解は④です。①は「最後に」、②は「尾道市」という部分が誤りです。③はそれ自体が誤文です。 

問５ 文章中に、「愛媛県」、「豊後水道に面した」とありますので、四国地方西部を示す地形図を問うていることが分かります。

正解は①です。 

問６ 「新居浜」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問７ 正解は②です。①③④は河川の説明について誤りが含まれています。 

問８ 正解は③です。「現在でも全ての農業用水をため池から得ている。」という部分が誤りです。水不足解消のため、1970 年代

に香川用水が建設されました。 

問９ 促成栽培についての理解があれば、解答を導き出すことができます。正解は①です。 

問 10 「土佐和紙」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

  問１ 文章中に、「保元元年に起こった上皇と天皇との争い」、「天皇方について」とあります。したがって、正解は①です。 

  問２ 正解は①です。琉球王国から謝恩使や慶賀使が派遣されていました。 

  問３ 文章中に、「日本人として初めて、ノーベル賞受賞者となりました。」とあります。したがって、正解は「湯川秀樹」です。 

正しい漢字での解答のみ正解とします。 

  問４ 正解は②です。「前漢から」という部分が誤りです。 

問５ Ａ 正解は③です。①②④は時期が異なります。 

     Ｂ 問題文から、日本と明との関係について問われていることが分かります。正解は①です。②③④は時期が異なります。 

  問６ 文章を読むと、「17 世紀半ば」頃の人物であることが分かります。正解は①です。 

問７ 正解は③です。年貢を含めた多様な負担は、村単位で、そして村全体の責任で課されていました。また、農民たちの多くは、 

   麦や粟など、雑穀を主食としていたとされています。 

  問８ 正解は④です。「その後の幕府の財政収入は飛躍的に増加した。」という部分が誤りです。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 

問１ 問題文中に、「日本国憲法の条文中の表現を用いて」とありますので、「子女に普通教育を受けさせなければならないこと。」



といった内容の文章であれば正解とします。 

問２ 空欄 Ｘ は「15」、空欄 Ｙ は「25」が正解です。双方正解した場合のみ得点とします。 

問３ 正解は③です。国務大臣の任命・罷免は、内閣総理大臣がおこないます。 

問４ 「社会権」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問５ 「情報公開法」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問６ 空欄 Ｘ は「国権」、空欄 Ｙ は「武力」が正解です。それぞれ正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問７ Ａ 正解は①です。②③④は、条約についての説明が誤っています。 

   Ｂ 正解は④です。「非常任理事国は常任理事国が任命」、「任期は３年」という部分が誤りです。 


